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大阪赤十字病院の基本理念

わたくしたちは人道・博愛の赤十字精神に基づき
すべての人の尊厳をまもり
心のかよう高度の医療をめざします

〈大阪赤十字病院は作品掲載を通じてバリアフリーを推進しています〉

エイブルアート・カンパニー登録作家  ｈｔｔｐ://ａｂｌｅａｒｔｃｏｍ.ｊｐ

新院長就任のごあいさつ 隠岐 尚吾
外来・入院アンケート調査 集計結果発表

 「桜」 古谷 秀男
奈良〈大和高原太陽の家〉所属

患者さまの権利
１. だれもが、一人の人間として、人権がまもられる権利を尊重します
２. 良質かつ適切な医療が、公平に受けられる権利を尊重します
３. 医療についての情報や治療上の説明を受ける権利を尊重します
４. 自分自身の治療について、医療行為を選択する権利を尊重します
５. プライバシーがまもられる権利を尊重します

人間ドック・健診施設機能評価

制作：2007年　素材：ペン、紙

「いつかわからないが、夢をみて描いた」と作者の古谷さん。移民として過ごしたブラジルに咲いた桜の花と記憶の風景が拡がります。
遠くにみえる渓谷、魚の泳ぐ湖沼、地をはう小動物や、色鮮やかに描かれた低木の植物…。桜の花はつぼみなのでしょうか、咲き終わりの果実なのでしょうか。
枝の隙間からのぞく、まるい深紅の太陽は夕陽なのでしょうか、朝陽なのでしょうか。
花霞みのような空の色調が、この作品のエキゾチックで装飾的な美しさをさらに際立たせています。
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7.3％家族が以前かかったことがあるから

8.8％医師・看護師など職員が親切だから

設備が整っているから 9.7％

病院・診療所から紹介されたから 10.1％
ほとんどの診療科がそろっているから 10.4％

日赤病院は信頼できるから 14.5％

Q医師の対応について
（全体の平均値） Q看護師の対応について

（全体の平均値） Q当院を選ばれた理由をお聞かせ下さい。
（複数回答可）

とても良い
39.1％

良い
35.9％

普通
21.1％

悪い 3.4％
非常に悪い 
0.5％

とても良い
30.9％

良い
41.6％

普通
25.3％

悪い 1.5％

3.0％
4.4％

5.7％

1.8％

非常に悪い 
0.7％

総合

※コメディカル：
　医師、看護師
　以外の医療従事者

前の病院・診療所に満足できなかったから

6.5％評判のよい医師がいるから

5.2％自宅や勤務先から近いから

評判のいい病院であると聞いたから

言葉遣いや態度など応対が良いから

交通の便が良いから

待ち時間が少ないから

9.1％

院長　隠岐 尚吾

大阪赤十字病院に来院された患者さまへ

就任のごあいさつ

　大阪赤十字病院の隠岐でございます。このたび、平成22年4月1日をもって院長に就任しました。
前任の本田孔士院長を後継し、微力ではありますが、皆様から信頼される病院作りに全力で努力する決意です。よろしくお願
いいたします。
　当院は、昨年、創立100周年を迎えました。明治42年に当地に創立されて以来、100年もの間診療を続けてくることができまし
たのは、皆様方の当院の診療に対するご理解のたまものと感謝しております。これからも、大阪赤十字病院の基本理念であり
ます「わたくしたちは、人道・博愛の赤十字精神に基づき、すべての人の尊厳をまもり、心のかよう高度の医療をめざします」を
心がけ、長い伝統に支えられた当院の長所を伸ばし、赤十字病院としての使命を果たしていきたいと考えています。
　大阪赤十字病院は1,000床を有する大阪地区でも屈指の大病院です。それぞれの診療科に一流の専門家を有し、多種、
多様な疾患に対応する総合病院としての診療体制を築いてきました。地域の先生方と連携し、専門的な診療を必要とする
疾患を中心に、救急医療、災害医療などにも力を入れてきました。また、近隣の先生方や医療関係者と共同で研修会を行い、
医療の質の向上に努めてきました。その結果、昨年には、大阪府より地域医療支援病院の認可を受けました｡地域の中核とし
て医療を支え、地域の医療を後方支援する病院と認められました。今後も、地域に密着した専門性の高い総合病院をめざし
ていきたいと考えています。
　医療がますます高度になり、それに高齢化の急速な進行が伴って、国民の医療に対する関心にはきわめて大きなものがあり
ます。また、今日、病院の医療に対する様々なご意見、ご批判があることは、重大に受け止めています。大阪赤十字病院に対す
る皆様方のご要望に少しでもお応えし、診療を通じて、大阪赤十字病院の医療が皆様方の安心の場となりますよう努力してい
きたいと思っています。

とても良い
38.3％

良い
41.5％

普通
18.4％

悪い 1.7％ 非常に悪い 0.1％

Q事務職員の対応について
（全体の平均値）

とても良い
24.8％

良い
43.3％

普通
29.2％

悪い 1.9％
非常に悪い 
0.8％

Qコメディカル※の
対応について
（全体の平均値）

兵庫県生まれ。京都大学医学部卒業。昭和57年大阪赤十字病院内科医員に。
平成4年同医院内科部長に（糖尿病内分泌内科）。
平成18年同医院副院長、平成22年同医院院長に就任。
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外来・入院アンケート調査
集計結果発表去る１月２５日から２９日まで、「患者さまの声をお聞かせください」とのことで、外来・入院アンケートを実施し

ましたところ、多くの患者さまにご協力をいただき、たくさんの声が寄せられました。ご協力いただきました
皆様、ありがとうございました。
皆様のご意見をもとに、ご期待に添えるよう、また「こころのかよう高度の医療」を提供していけるよう
全力を尽くしてまいります。

・ 調査対象／大阪赤十字病院通院中及び入院中の患者さま
・ 調 査 日／外来・入院 ： 1月25日～29日
・ 調査方法／外来アンケート ： 各科外来受付、総合案内に設置
　　　　　　入院アンケート ： 各階病棟スタッフステーション、デイルームに設置

Q総合的に見て、外来のサービスに満足していますか。

Q待ち時間はどうでしたか。

・大きい病院という壁があり、
 心配なときに気軽に相談できない。

患者さまからのご意見

Q知人や家族に当院を
受診するよう勧めようと思いますか。

初診受付、診察、採血、検査、Ｘ線撮影・ＣＴ・
ＭＲＩ、計算窓口、お支払い。以上7項目の平均
値です。

ご迷惑をおかけしております。２階⑧窓口
に医療・福祉相談支援センターがございま
すので、お気軽にご相談ください。

・コンビニで買ったものを食べるところがない。

休憩スペース確保が困難な状態です。ご理解願います。

・診察時間が遅れるときは、表示してほしい。
・待ち時間を早くされることを望みます。

現在、診察時間が遅れている場合、「何時間遅れております」と表示しております。
ご迷惑をおかけしておりますが、開始時間には始められるように、待ち時間が短
縮できるように努めてまいります。

非常に満足
17.9％

満足
36.6％

普通
38.1％

やや不満
4.5％

不満 2.9％

勧めたくない
3.8％

非常に長い
11.2％

勧める
71.8％

わからない
24.4％

待ち時間なし
6.8％

長くはない
16.8％

普通
47.5％

長い
17.7％

Q総合的に見て、入院中のサービスに満足していますか。

Q食事について

患者さまからのご意見

Q知人や家族に当院を
受診するよう勧めようと
思いますか。

食事の味、色どり、食事の内
容（メニュー）、食事の温度、食
器。以上5項目の平均値です。

靴の音には日ごろより注意するようにしておりますが、今後とも指導していきた
いと思います。また、規程外の靴を着用している職員にも厳しく指導していきます。

・携帯電話の使用をもっと厳しくしてください。

当院では、携帯電話は指定された場所以外での使用は禁止しております。表示
等で場所を明示し、注意を喚起しておりますが、今後もより気をつけていきたい
と思います。

・ 食事メニューを変えてほしい。

当院では３週間のサイクル献立になっていますが、随時、献立を変更しておりま
す。また、季節ごとに特別献立もご用意しております。

・ 看護師さんが、とても親切で優しく対応がよいので、気持ちよく入院生活を送れた。
・ 腕のいい先生にめぐり合え、手術してくださったことに感謝しています。
・ 風呂に入れるようにしてほしい。

必要な方には、介助で入浴していただいておりますが、お一人での入浴は危険
を伴いますのでご遠慮いただいております。なお、当院では、入浴は原則禁止し
ておりますので、ご理解願います。

非常に満足
25.0％

満足
56.3％

普通
15.6％

不満 3.1％

勧めたくない
1.6％

悪い
7.6％

非常に悪い 1.4％

勧める
84.3％

わからない
14.1％

とても良い
8.6％

良い
31.0％普通

51.4％

外来

入院
・ 入院している人、お見舞いの人は病室で大きな声
  で話したりせず、周りの患者のことも考えてほしい。
・ 病室内で、携帯電話をかけたり、DVDを大きな音で聞くのは、やめてほしい。
・ 看護師や先生や職員の人の歩く音が大きいので、履物に注意してほしい。

■平成20年度 患者数及び平均在院日数
入　院

入院診療日数：365日
延患者数
276,654人

1日平均患者数
758.0人

延患者数
542,178人

1日平均患者数
2,240.4人

新入院患者数
19,386人

平均在院日数
12.9日

外　来
外来診療日数：242日
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8月13日、神戸市生まれ。京都大学
医学部卒業。同大学医学部附属
病院研修医を経て、平成4年に日
本赤十字社和歌山医療センター産
婦人科医に。平成8年には京都大
学大学院医学研究科に入学、米
国テキサス州Trinity　universityへ
の留学で排卵機構の研究に従事。
平成20年に大阪赤十字病院に赴
任。翌年産婦人科部長に就任。

SHINYA YOSHIOKA

情熱の白衣シリーズ 医師の素顔●32 ●「めでたいお産」が一番の喜び●

12月2日、佐賀県生まれ。大阪赤十
字看護専門学校卒業後、大阪赤十
字病院に就職。中央手術室、各病
棟看護・係長、師長に就任の後、平
成15年より看護部副部長に。新卒・
中途採用看護師、在籍する看護師
の人事を担当している。　

MATSUDA NOBUKO

看護師レポート
３2

患
者
さ
ま
の
不
安
を
安
心
に
変
え
る

赤
十
字
の
看
護
を
伝
え
た
い

　

看
護
学
校
を
卒
業
し
て
か
ら
こ
の
病
院
で
働
い
て
、も
う
30
年
経
ち
ま

し
た
。今
は
看
護
師
の
人
事
を
担
当
し
て
い
ま
す
が
、『
看
護
と
は
何

か
？
』を
語
る
に
は
、奥
が
深
く
て
何
か
ら
話
せ
ば
い
い
の
か
迷
う
ほ
ど
で

す
。私
が
思
う
看
護
師
の
仕
事
と
は
、「
患
者
さ
ま
の
そ
ば
に
い
て
サ
ポ
ー

ト
す
る
こ
と
」。た
と
え
ば
自
分
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
初
め
て
海
外
旅
行
に

行
く
と
な
っ
た
と
き
、少
し
で
も
旅
行
先
の
こ
と
を
知
って
い
る
人
が
付
き

添
っ
て
い
て
く
れ
れ
ば
本
人
も
家
族
も
安
心
で
す
し
、充
実
し
た
旅
が
で

き
る
。そ
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
患
者
さ
ま
で
、付
き
添
う
人
が
看
護
師
。自

分
の
体
の
こ
と
を
理
解
し
て
く
れ
て
、気
を
つ
け
て
も
ら
って
い
る
、そ
う
い

う
役
割
を
果
た
す
の
が
看
護
師
だ
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、当
院
に
在
籍
す
る
看
護
師
は
8
3
0
人
。毎
年
看
護
学
校
の

卒
業
生
や
外
部
か
ら
就
職
し
て
く
る
看
護
師
が
い
ま
す
。「
赤
十
字
」の

看
板
を
背
負
っ
た
病
院
だ
か
ら
こ
そ
、「
こ
こ
で
働
き
た
い
」と
い
う
看
護

学
生
や
看
護
師
に
望
む
こ
と
は
、自
分
な
り
の
看
護
を
見
つ
け
、膨
ら
ま

し
て
いって
も
ら
い
た
い
と
い
う
こ
と
。看
護
学
校
で
学
ぶ
の
は
看
護
の
基

本
で
、現
場
に
立
って
初
め
て
難
し
さ
や
や
り
が
い
に
出
会
い
ま
す
。新
人

看
護
師
に
は「
あ
れ
が
で
き
な
き
ゃい
け
な
い
」と
いっ
た
こ
と
を
求
め
る
の

で
は
な
く
、何
事
に
も
前
向
き
に
向
き
合
い
、「
ど
う
す
れ
ば
」と
考
え
る

力
を
つ
け
て
、看
護
師
と
し
て
の
や
り
が
い
を
味
わ
って
ほ
し
い
で
す
ね
。

　

歩
く
の
が
好
き
で
、休
み
の
日
は
夫
と

近
く
の
公
園
を
一
万
歩
目
指
し
て
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
し
て
い
ま
す
。定
年
後
は
、「
自
分

の
ル
ー
ツ
」を
た
ど
る
こ
と
を
テ
ー
マ
に
し

よ
う
と
思
い
、今
か
ら
日
本
の
歴
史
を
勉

強
し
て
い
こ
う
と
、「
京
め
ぐ
り
」に
出
か

け
た
り
も
し
て
い
ま
す
。

　

就
職
し
て
、結
婚
し
て
、子
育
て
し
て
働

い
て
き
た
こ
と
は
大
変
だ
っ
た
の
で
す
が
、看
護
師
の
仕
事
が
楽
し
く
て
、

仕
事
を
辞
め
よ
う
と
思
っ
た
こ
と
が
な
い
く
ら
い
。今
は
現
場
を
離
れ
て

い
ま
す
が
、看
護
の
仕
事
も
し
た
い
で
す
ね
。一生
って一回
し
か
な
い
か
ら
、

自
分
の
で
き
る
こ
と
を
楽
し
も
う
と
思
い
ま
す
。

松田 信子

人
と
深
く
関
わ
り
合
い
な
が
ら
、

こ
の
病
院
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
医
療
を
。

何よりも、安心していただくこと。
医師として、人として患者さまと関われるように。

産婦人科 部長 吉岡 信也

　

２
０
０
９
年
に
大

阪
赤
十
字
病
院
で
誕

生
し
た
新
生
児
は
約

７
５
０
人
。１
年
を
通

し
て
み
る
と
、１
日
に

2.1
人
出
産
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
な
る
。そ
の
産
婦
人
科
を
統
括
し
て
い
る
の

が
吉
岡
医
師
。産
婦
人
科
と
いっ
て
も
、妊
娠・出
産
の

検
診・診
療
だ
け
で
な
く
、婦
人
科
系
疾
患
の
治
療
や

手
術
な
ど
幅
広
い
の
が
特
長
で
あ
る
。

取
材
の
日
も
術
後
の
患
者
さ
ま
を
回

診
し
た
後
に
到
着
さ
れ
、医
療
用
携

帯
が
鳴
っ
た
り
と
、「
普
段
の
仕
事
」と

は
い
え
、日
々
忙
し
い
様
子
が
伺
え
る
。

　
「
出
産
は
、う
ま
く
産
ま
れ
て
当
た

り
前
な
こ
と
な
の
で
す
が
、妊
娠
前
か

ら
持
病
の
あ
る
方
の
出
産
は
ハ
イ
リ
ス

ク
と
い
わ
れ
る
も
の
で
す
。そ
の
中
で

は
何
も
持
病
が
な
か
っ
た
方
な
の
に
、

お
産
時
に
急
変
し
て
命
の
危
機
に
さ

ら
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
、予
測
で
き
な
い
こ
と
に
出
遭

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。そ
の
予
測
で
き
な
い
こ
と
に
対

応
す
る
に
は
、医
師・看
護
師
の
経
験
値
、マ
ン
パ
ワ
ー
が

不
可
欠
な
ん
で
す
。」

　

現
在
、深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
産
婦
人
科
の
人

材
不
足
は
、主
に
地
方・中
小
都
市
の
病
院
が
多
い
。そ

れ
は「
い
つ
産
ま
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
」と
時
間
が
読
め

な
い
ゆ
え
の
、過
剰
な
拘
束
時
間
が
原
因
の
ひ
と
つ
で

も
あ
り
、少
な
い
人
材
が
さ
ら
に
減
少
し
て
し
ま
う
と

い
う
悪
循
環
を
起
こ
し
て
い
る
。

　
「
週
に
３
回
の
手
術
日
、１
日
平
均
６０
名
の
外
来
患

者
さ
ま
の
診
察
、そ
し
て
分
娩
と
仕
事
に
追
わ
れ
る
毎

日
で
す
が
、今
、産
婦
人
科
は
医
師
を
１１
名
体
制
で
対

応
し
て
い
ま
す
。手
術
や
治
療
と
いっ
た
面
が
あ
る一方

で
、『
よ
か
っ
た
ね
、お
め
で
と
う
』と
誕
生
の
喜
び
の
声

が
聞
こ
え
る
面
も
あ
る
病
棟
で
す
。こ
れ
か
ら
出
産
を

迎
え
る
人
に
安
心
し
て
お
産
が
で
き
る
病
院
と
し
て
、

や
れ
る
こ
と
、努
力
す
べ
き
と
こ
ろ
は
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。」

　
「
人
対
人
、人
と
接
せ
ら
れ
る
仕
事
に
就
き
た
い
と

思
って
い
ま
し
た
。産
婦
人
科
の
医
師
は
、そ
の
病
気
の

治
療
に
最
初
か
ら
最
後
ま
で
関
わ
れ
る
。ま
た
出
産
と

い
う
重
大
な
場
面
に
立
ち
会
え
る
仕
事
を
と
、選
び
ま

し
た
。」産
婦
人
科
医
師
と
し
て
病
院
に
勤
め
て
か
ら

は
、人
員
の
少
な
い
病
院
で
の
経
験
や
、子
宮
頸
ガ
ン
、

卵
巣
ガ
ン
な
ど
婦
人
科
系
疾
患
に
お
け
る
研
究・留
学
、

体
外
受
精
治
療
に
も
携
わ
る
な
ど
、吉
岡
医
師
の
業

務
は
多
岐
に
渡
っ
て
い
る
。部
長
に
な
る
以
前
か
ら
も

家
族
と
過
ご
す
時
間
は
限
ら
れ
て
い

る
そ
う
。「
普
段
の
休
日
は
あ
り
ま

す
が
、な
か
な
か
自
由
な
時
間
が
と

り
づ
ら
い
の
で
、休
み
と
い
え
ば
夏
休

み
に一週
間
ほ
ど
休
暇
を
と
って
出
か

け
る
家
族
旅
行
で
す
ね
。」

　

日
赤
病
院
の
産
婦
人
科
医
師
と

し
て
、専
門
と
す
る
婦
人
科
系
疾
患

の
ひ
と
つ
、ガ
ン
治
療
に
力
を
入
れ
て

い
き
た
い
と
い
う
吉
岡
医
師
。患
者

が
増
加
傾
向
に
あ
り
な
が
ら
、日
本

で
は
ま
だ
ま
だ
検
診
受
診
率
が
低
く
、そ
れ
に
は
医
師

か
ら
の
説
明
も
重
要
だ
と
い
う
。病
院
に
訪
れ
る
患
者

さ
ま
は
１０
代
後
半
か
ら
ご
年
配
の
方
、主
婦
の
方
も
い

れ
ば
妻・母
で
あ
る
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
立
場
や
背
景

を
持
って
い
る
。「
医
学
的
な
こ
と
を
伝
え
る
医
師
と
し

て
関
わ
る
と
と
も
に
、人
と
し
て
接
す
る
こ
と
を
大
切

に
し
た
い
」そ
う
話
す
吉
岡
医
師
の
目
指
す
医
療
は
、

多
く
の
患
者
さ
ま
の
命
を
救
って
く
れ
る
だ
け
で
な
く
、

女
性
が
安
心
し
て
頼
れ
る
医
療
な
の
で
あ
る
。

出
産
あ
り
手
術
あ
り
、

治
療
あ
り
。

産
婦
人
科
は

マ
ン
パ
ワ
ー
で

乗
り
越
え
な
い
と
。

福井で開催されたフランス車ミーティングに参加したときの「シ
トロエン」とお子さんたちのショット。シトロエンは幼い頃、フラン
スに滞在していた時に「かっこいい」と憧れていた車だとか。

ご家族も一緒に京の名庭めぐり。京都の雅
な歴史散策を満喫したら、次は奈良を巡る
のだとか。
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薬剤部 薬剤師  部屋  衣美子
栄養管理課  管理栄養士 谷口 留美

解熱鎮痛剤

次回は「緩和ケア外来について」を予定しています。

がんサポートチーム  室長  甲斐 登志子

がんサポートチームからのお知らせ❻

お
く
すり

ミニ知識

当院では、がん全般に関する様々なご相談をがんサポートチームの
看護師がお受けしています。

「地域がん診療連携拠点病院」

　本院は平成14年度から「地域がん診療連携拠点病院」の指定を受けて
おりますが、平成22年度以降も継続して指定を受けることが決定いたしまし
た。
　厚労省から指定を受けるには、『地域がん診療連携拠点病院』の厳しい
要件をクリアできていることが必要となります。その要件とは、がん治療の実
績があることはもちろんですが、その他にがん相談支援センターが設置され、
がん相談の実績がある（本院2階8番窓口）、機能評価を受
けている（今年も受審予定）、がん治療の機器や設備が整っ
ている、ガイドラインに沿った必要な治療が行われている、が
ん治療の専門知識を持つ人材がいる（専門医、がん専門・認
定看護師）、地域の医療者へのがん医療関連の研修を開催
している、緩和チームが院内外で活動を行っている、などで
す（詳細な活動実績はHPをご覧ください）。
　この要件の内容は、平成19年のがん対策基本法の施行

以降病院にとっては年々厳しい整備を求められておりますが、患者さまにとっ
てはどこでも同じがん医療を受けられるための環境が整ってきているといえ
ます。全国の地域がん診療連携拠点病院は平成22年度は375施設となります。
　しかし大阪府のがん患者数は、自慢になりませんが全国でもワースト１,2位
を争う現状です。大阪府も重要課題と考え、厚労省の要件を満たしてなくて
もがん医療の実績がある病院を府指定のがん拠点病院として平成21年度

から設置しています（全国初）。
　つまり、大阪府下には厚生労働省指定の地域がん診療連携拠
点病院が15施設と、大阪府指定のがん診療拠点病院23施設の
計38病院となり、府下のがん医療を充実させる努力をしています。
　今後も本院は、地域がん診療連携拠点病院として地域の医療
施設と連携し、がん医療に貢献できるよう努力してまいります。患
者さま・地域の皆様も本院を活用していただければ幸いと考えて
おります。　

■解熱鎮痛剤は医師からも処方されます
が、ドラッグストアなどでも簡単に手に入り、
また熱を下げたり、痛みを抑えたりという作
用からも最も身近な薬のひとつではないで
しょうか？
■解熱鎮痛薬は一般に大きく二つに分類
されます。
一つは非ステロイド性鎮痛剤（NSAIDs:エヌセイド）と総称される
薬で、アスピリンやロキソプロフェン、ジクロフェナクなどが例とし
て挙げられます。プロスタグランジンという痛みを出す物質や、正
常な体温を上げたりする物質を抑えることで効果を発揮します。
もう一つはアセトアミノフェン。こちらは脳の体温調節をしている
部分に働きかけて熱を下げたり、痛みを出す物質を抑えて痛みを
抑えたりします。
■私たちの身近な解熱鎮痛剤ですが、副作用がまったくないわ
けではありません。非ステロイド性解熱鎮痛薬は胃腸障害や喘
息が挙げられます。何回か続けて飲んでいて胃が痛いなどの症
状が現れたことはありませんか？　このような症状が現れた場合
は、なるべく食後に飲むなど胃を守る工夫をしてみてください。ま
た、喘息の人は非ステロイド性解熱鎮痛薬により喘息発作を引
き起こすことがありますので、アセトアミノフェンを飲まれること
をおすすめします。
■では、これらの薬をどうやって使い分けているのでしょうか？　
同じ効果をもつ薬でも、痛みを取る効果の方が熱を下げる効果
よりも得意な薬や、逆に熱を下げる効果の方が強いものなどさ
まざまです。また、1日1回で効果が一日中持続するものや1日3
～4回飲む薬などがあります。このように同じ効果の薬でも特徴
がそれぞれ異なるので、目的に合った薬を選びましょう。
■解熱鎮痛剤は、私たちの身近なものですが、そもそも熱も痛み
も、原因もなく現れたりはしません。何か身体の異常を訴えて出
てくる身体のSOSですので、いつまでたっても症状が改善しない
場合は一度受診することをおすすめします。

本院は再び厚生労働省から「地域がん診療連携拠点病院」の指定を受けました！

　最近、ランニングやフィットネスクラブに通うなど、余暇
にスポーツを楽しむことがブームとなっています。ダイエッ
トや体力作り、リフレッシュを目的としている人はもちろんで
すが、純粋に楽みたい♪という人も増えてきているようです。
　身体が円滑に働くためには、食べ物から栄養を摂取します。
その栄養素は三大栄養素《たんぱく質、脂質、糖質》です。これらは体を動かすためのエネル
ギーになりますが、これだけでは不十分です。３つの栄養素が体内で活用される物質に変わる
ために必要なのが、ビタミンやミネラルです。運動による発汗にともなって汗中に排出されるミネ
ラルを補給する必要があります。運動をしていると、普段よりもビタミン必要量が飛躍的に増大
します。発汗による流出や活動量の増加から、より多くのビタミンが代謝に必要とされます。
　運動をすると新陳代謝が高まるので、ビタミンB1、B2、C、ナイアシンなどの消費が多くなります。
このように様々なミネラルやビタミンが必要となるのですが、今回はビタミンCについてチェックし
ていきたいと思います。
　ビタミンCは、また、有酸素運動中に体に取り込まれた酸素から生成される活性酸素を除去
する働きもあります。また、 靱帯をつくるコラーゲンを強化する意味で、日常ビタミンCを多く含
んだ野菜や果物をとることも心がけることが大切です。
　運動をする方は、ビタミンCを通常の2～2.5倍摂る必要があるといわれているので、200～
250mgのビタミンCが最低でも必要となります。
　ビタミンＣは長期間保存したり、調理にミキサーなどを使うと空気によって酸化されやすく、直
ぐに破壊されてしまいます。新鮮なうちに野菜を丸ごと食べるというのが１番よい摂取方法です。
　また、ビタミンＣは体に貯蔵できる量が少なく、一度に大量に摂っても体で利用されなかった
分は尿中に排泄されてしまいます。１日３回の食事に、ビタミンＣをまんべんなく取り入れたり、
食後のデザートに果物を食べるなど心がけましょう。

★主な果物の100g当たりのビタミンＣの含有量

1700mg

100mg

70mg

69mg

アセロラ

レモン

柿

キウイフルーツ

食品名 mg/100g 食品名 mg/100g 食品名 mg/100g 

62mg

60mg

50mg

49mg

いちご

ネーブル

パパイア

きんかん

40mg

36mg

35mg

27mg

はっさく 

グレープフルーツ 

温州みかん

パイナップル
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ハイチ地震救援報告
　
ハ
イ
チ
共
和
国
で
発
生
し
た
地
震（
現
地

時
間
２
０
１
０
年
１
月
12
日
16
時
53
分
）に

お
い
て
、１
月
26
日
よ
り
１
カ
月
間
活
動
を
行

い
ま
し
た
。

　

限
ら
れ
た
移
動
手
段
や
情
報
が
不
十
分

な
中
、首
都
、ポ
ル
ト
ー
プ
ラ
ン
ス
の
避
難
民
キ

ャ
ン
プ
の
調
査
を
行
い
、日
系
自
動
車
企
業
の

敷
地
内
に
診
療
所
を
開
設
し
ま
し
た
。１
日

に
60
〜
１
０
０
人
程
の
被
害
者
が
訪
れ
、そ
の

う
ち
地
震
に
よ
る
ケ
ガ
は
10
〜
20
％
で
、多
く

は
頭
痛・胃
痛
な
ど
不
衛
生
な
環
境
や
ス
ト
レ

ス
に
よ
る
体
調
不
良
を
訴
え
る
方
が
多
か
っ

た
で
す
。診
察
は
通
訳
を
介
し
て
現
地
語（
ク

レ
オ
ー
ル
語
や
フ
ラ
ン
ス
語
）で
行
い
ま
し
た
。

現
地
の
医
師
や
看
護
師
を
雇
用
し
、徐
々
に

診
察
は
現
地
医
師
に
移
行
し
て
、わ
れ
わ
れ

は
管
理
業
務
と
外
傷
の
処
置
に
専
念
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。ケ
ガ
の
特
徴
と

し
て
は
震
災
直
後
に
適
切
な
処
置
が
な
さ
れ

な
か
っ
た
た
め
起
こ
っ
た
創
感
染
や
、落
下
し

た
ブ
ロッ
ク
な
ど
で
足
の
皮
膚
や
指
の一
部
が

な
く
な
っ
た
方
な
ど
が
多
く
、骨
折
は
他
施

設
で
、す
で
に
ギ
ブ
ス
固
定
が
さ
れ
て
い
ま
し

た
。傷
が
大
き
い
方
に
は
麻
酔
を
し
て
植
皮

手
術
な
ど
も
行
い
ま
し
た
。ま
た
診
療
所
で

の
診
察
以
外
に
巡
回
診
療
も
行
い
ま
し
た
。

赤
十
字
以
外
に
も
多
く
の
支
援
団
体
が
各

避
難
民
キ
ャ
ン
プ
に
診
療
所
を
開
設
し
て
い

ま
し
た
が
、小
さ
な
キ
ャ
ン
プ
や
崩
れ
た
家
の

軒
先
に
住
ん
で
い
る
人
た
ち
は
医
療
支
援
を

受
け
ら
れ
な
い
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
し
た
。フ
ラ
ン
ス
赤
十
字
社
と
共
同
で

避
難
民
キ
ャ
ン
プ
を
訪
問
し
、診
療
を
行
い
ま

し
た
。

　
一方
、首
都
か
ら
35
キ
ロ
西
方
の
震
源
地
に

ハイチ地震救援報告
泌尿器科部  副部長  光森 健二／国際医療救援部  看護師  河合 結子

礎
医
療
の
対
応
以
外
に
、野
外
病
院
、水・衛

生
供
給
、救
援
物
資
の
配
布
、仮
設
住
宅
設

営
な
ど
の
ユ
ニッ
ト
設
備
が
出
動
し
ま
し
た
。

各
国
か
ら
多
数
の
人
員
が
集
ま
り
、あ
っ
と
い

う
間
に
２
０
０
人
を
超
え
ま
し
た
。当
初
は

倉
庫
の
脇
の
空
き
地
に
テ
ン
ト
を
各
自
張
って

野
宿
し
て
い
ま
し
た
が
、こ
れ
ら
の
要
員
を
支

え
る
テ
ン
ト
村
が
設
営
さ
れ
、食
堂
で
の
給
食

も
は
じ
ま
り
ト
イ
レ・シ
ャ
ワ
ー（
お
湯
は
で
ま

せ
ん
が
）の
数
も
増
え
、わ
れ
わ
れ
の
生
活
環

境
は
急
速
に
改
善
し
ま
し
た
。た
だ
し
安
全

管
理
の
た
め
夜
６
時
以
降
の
外
出
は
で
き
ず
、

基
地
と
診
療
所
、避
難
民
キ
ャ
ン
プ
を
車
で
往

復
す
る
毎
日
で
し
た
。

　

派
遣
前
は
ニュ
ー
ス
で
配
給
の
取
り
合
い
や

倒
壊
し
た
商
店
か
ら
の
略
奪
、刑
務
所
か
ら

集
団
脱
走
な
ど
治
安
に
関
し
て
は
か
な
り
心

配
さ
れ
ま
し
た
。実
際
ハ
イ
チ
に
入
る
と
国
連

平
和
維
持
軍
以
外
に
も
多
く
の
治
安
部
隊
が

武
装
し
て
市
内
を
巡
回
し
て
お
り
、軍
用
ヘ
リ

が
飛
び
交
い
殺
伐
と
し
た
雰
囲
気
で
し
た
。

し
か
し
基
地
周
囲
で
窃
盗
団
ら
し
き
集
団
に

威
嚇
射
撃
が
あ
っ
た
こ
と
と
、一度
基
地
周
囲

で
デ
モ
が
あ
っ
た
以
外
は
あ
ま
り
危
険
を
感

じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。避
難
民
キ

ャ
ン
プ
内
に
入
って
も
好
意
的
に
受
け
入
れ
ら

れ
て
危
険
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、水
や
食

料
の
不
足
を
訴
え
ら
れ
た
り
、仕
事
を
希
望

す
る
人
に
度
々
話
し
か
け
ら
れ
、継
続
し
た
支

援
と
社
会
全
体
の
復
興
の
必
要
性
を
ひ
し
ひ

し
と
感
じ
ま
し
た
。

　

今
後
も
日
赤
の
ハ
イ
チ
で
の
救
援
活
動
は
続

き
ま
す
。多
く
の
方
々
か
ら
義
援
金
を
寄
付
し

て
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。引
き
続
き

ご
支
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

近
い
レ
オ
ガ
ン
と
い
う
町
で
も
診
療
所
を
開

設
し
、こ
ち
ら
で
も
最
初
か
ら
現
地
職
員
を

採
用
し
て
共
同
で
診
療
に
当
た
り
ま
し
た
。

光
森・河
合
両
名
と
も
２
月
20
日
か
ら
は
レ
オ

ガ
ン
に
移
動
し
て
、そ
ち
ら
で
診
療
を
行
い
ま

し
た
。急
性
期
を
過
ぎ
て
高
血
圧
や
糖
尿
病

な
ど
の
慢
性
疾
患
で
受
診
す
る
患
者
が
増
え
、

少
数
例
な
が
ら
熱
帯
病
で
あ
る
マ
ラ
リ
ア
の

発
生
な
ど
が
み
ら
れ
治
療
薬
の
確
保
な
ど
対

応
が
必
要
で
し
た
。

　

発
災
直
後
よ
り
現
在
も
な
お
１
０
０
万
人

以
上
も
の
被
災
者
が
避
難
民
キ
ャ
ン
プ
で
の

生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
も
そ

も
最
貧
国
の一つ
で
あ
る
ハ
イ
チ
で
は
全
国
民

の
予
防
接
種
率
が
50
％
前
後
と
低
く
、人
口

の
密
集
し
た
環
境
下
で
仮
に
、は
し
か
等
の
伝

染
病
が
流
行
す
れ
ば
大
惨
事
が
危
惧
さ
れ
ま

す
。そ
こ
で
ド
イ
ツ
、フ
ラ
ン
ス
、カ
ナ
ダ
な
ど

各
国
赤
十
字
社
と
協
力
し
、Ｍ
Ｒ（
は
し
か・

風
疹
）や
Ｄ
Ｐ
Ｔ（
ジ
フ
テ
リ
ア・百
日
咳・破
傷

風
）な
ど
の
混
合
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
１
日
平

均
１
、０
０
０
〜
３
、０
０
０
人
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

現
在
も
後
続
班
が
各
キ
ャ
ン
プ
を
順
に
回

り
、活
動
を
継
続
し
て
い
ま
す
。南
国
ハ
イ
チ

は
連
日
35
℃
を
超
え
る
炎
天
下
で
あ
り
、か

な
り
体
力
を
消
耗
し
ま
し
た
が
、地
元
の
赤

十
字
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
た
ち
も
熱
い
中
、毎

日
が
ん
ばって
く
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
国
際
赤
十
字・赤
新
月
社
連
盟
か

ら
各
国
赤
十
字
社
に
Ｅ
Ｒ
Ｕ（
緊
急
対
応
ユニ

ッ
ト
）の
要
請
が
あ
り
日
本
か
ら
出
動
し
た
基

「ハイチ大地震災害救援事業」当院からの派遣者および派遣期間
事務管理・国際医療救援部国際救援課主事  リテルスポーン キンイチ／H22.1.17～3.22
医師・泌尿器科部副部長  光森 健二／H22.1.24～2.28
看護師・国際医療救援部看護師  河合 結子／H22.1.24～2.28
医師・呼吸器外科部長兼国際医療救援部長  中出 雅治／H22.2.13～3.28
看護師・健診部看護師長兼国際医療救援部  池田 載子／H22.2.13～3.22
事務管理・業務部研修課研修係長兼国際医療救援部  無津呂 昌代／H22.2.13～3.22
看護師・国際医療救援部看護師  矢野佐知子／H22.2.21～3.28

赤十字ボランティアによる予防接種の様子

現地の医師へケガの処置方法を説明している様子 避難民キャンプの様子

われわれ救援要員は蚊帳の中に入って眠る 医師たちは夜も報告書やデータの処理などに追われる 皮膚が大きく欠損した子どもへの植皮術

地震により倒壊した建物

■
活
動
中
の
生
活
に
つ
い
て

■
予
防
接
種
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
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春は卒業・進学・就職・転勤など「別れ」と「出会い」
の季節です。
「別れ」は共に過した日々を思い起こさせ、ただひ
たすら寂しさがおしよせます。別れいく人には、楽
しい思い出をたくさんありがとうと感謝の気持ち
でいっぱいです。
しかし、「別れ」の後には、新たなる「出会い」が待
ち受けています。この広い世界の中で、長い歴史
の中で、新たなる「出会い」は奇跡です。この出会
いも、また、大切にしたいものです。
（Ｔ．Ｍ）

ひな人形の展示を行いました

編集後
記

トピックス
＆
ニュース

　２月３日から３月４日まで、今年も正面玄関ホールにひな人形を展示しました。
　立派なひな人形に驚いた様子で、多くの患者さまやご家族の方々が足を止めて
見入っておられました。おひなさまには、子どもの身代わりとなり、事故や病気から
守ってくれるように、また、子どもの成長と幸せを願う心がこめられているとされて
います。少し早い春の訪れを、ひな人形が知らせてくれたように思います。

スプリングコンサート
　３月１４日（日）にスプリングコ
ンサートが２階総合ホールで開
催されました。第１部は、３月ま
で当院の消化器内科で診察に
あたっていた川上尚人医師（サ
ックス演奏）とその仲間たちに
よるジャズライブでした。曲目

などで、サックス・ピアノ・ベー
ス・ドラムの重厚かつリズミカルな曲に、会場はリラックスした雰囲気に包まれま
した。
　第２部は当院の消化器内科　竹田治彦医師のヴァイオリンとそのご友人による
ピアノのデュオでした。曲目は「愛のあいさつ（エルガー）」「愛の悲しみ（クライスラ
ー）」「スプリングソナタ（ベートーベン）」「パガニーニの主題による狂詩曲～第１８変
奏（ラフマニノフ）」などで、最後の「ヴァイオリン協奏曲より（メンデルスゾーン）」に

いたっては、お二人の高度なテクニックと
優しく美しい音色がすべての観客を魅了
しました。
　当日は、３００人近くの入院中の患者さ
まや付き添いの方、ポスターを見てきてく
ださった患者さまなどであふれ、病院に
一足早い春がきたようなおだやかな午後
となりました。

は「Close　to　you」「Wave」

4

医療ソーシャルワーカー　福井 実希

「病状は落ち着いています。そろそろ退院後のこ
とを考えてみてください。」
本人や家族が思い描いた退院の時期よりも早く、
このようなことを言われた経験のある方は多いと
思います。これは厚生労働省の医療制度改革に
よって病院が機能分化したことと関係しています。
今回は病院の機能についてご紹介いたします。

◆急性期病院―当院もこの機能を担う病院です
　急な病気や怪我、疾病の著しい悪化など重篤な病状・症状に対して集中
的に治療を行う病院です。病状が落ち着けば退院となり、基本的に長期的
な入院はできません（診療科や治療内容、本人の状況によって異なる場合が
あります。ちなみに当院の平均在院日数は約１３日です）。

◆回復期リハビリテーション病棟
　早期に重点的なリハビリを行うことで少しでも後遺症を軽減し、より早
期に在宅へ復帰すことを目的とした病院です。入院には要件が定められて
います。

◆療養病棟
　病状が安定し急性期の治療が終了しているものの、引き続き医学的な
処置の必要度が高い方を対象としている病院です。急性期病院より長期
的な入院の相談ができますが入院期間は病院ごとに異なり、治癒を目指し
て新たな治療を行うことは難しくなります。

◆ホスピス
　主にがんの終末期で、患者本人が自分の病状やホスピスについて理解
している人が対象です。終末期のために生じる様々な苦痛などを緩和して、
その人らしい療養生活を行うことを目的としています。治癒を目指した積
極的治療は行わず、疼痛の緩和を目的とした医療処置を行います。

　病院に入院すると、自分の足で元気に歩いて帰ることができるようになっ

てから退院すると考えている方が多いのではないでしょうか。しかし急性期

病院として、今すぐに治療や手術が必要な方に適切な医療を提供するた

めにも、病状が落ち着き医師が急性期病院での治療は終了したと判断す

れば、退院のお話をさせていただいています。しかしながら、退院後も継続

した医療やリハビリが必要な方や、なんらかの理由によって家で過ごすこと

が困難な方もいらっしゃるでしょう。

　急性期病院での治療が一段落したら、他の機能を持つ病院へ転院する

ことも可能です。実際に入院できるかどうかは現在の病状、合併症や既往

歴、今後も必要とされる医療行為によって異なります。どのような選択をする

としても、まずは主治医から本人の状況をよくお聞きください。ソーシャルワー

カーは、退院後の生活を考えていくためのお手伝いや、具体的な転院先の

病院を探すためのお手伝いもいたしますので、お気軽にご相談ください。

回復期リハビリテーション病棟への入院要件 入院上限期間

１５０日
脳血管疾患、脊髄損傷、頭部外傷、脳腫瘍、脳炎、
多発性硬化症などの発症または手術後２ヵ月以内

（１８０日）
（高次脳機能障害を伴った重症脳血管障害、重度の
脊髄損傷および頭部外傷を含む多発外傷の場合）

９０日
大腿骨、骨盤、脊椎、股関節、膝関節の骨折の発症
または手術後２ヵ月以内

9０日
外科手術または肺炎などの治療時の安静のより生じ
廃用症候群があり、手術後または発症後２ヵ月以内

6０日
大腿骨、骨盤、脊椎、股関節、膝関節の神経、筋、靭帯
損傷後の１ヵ月以内

相談窓口 本館2階8番窓口  医療・福祉相談支援センター
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